
は
じ
め
に

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
に
は
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
五
月
末
か
ら

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
二
月
ま
で
の
約
一
四
年
間
に
わ
た
る
村
政
記
録
を
ま
と

め
た

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
諸
願
要
用
留
帳
（

）
（
以
下

諸
願
要
用
留
帳

と

略
記
す
る
。）
が
あ
る
。
こ
の
表
題
か
ら
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
に
記
録

さ
れ
た
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
、
代
官
所
や
奉
行
所
に
宛
て
た
願
書
や
届
書
の
類
で

あ
る
。
こ
の
史
料
は
当
館
が
所
蔵
す
る
同
州
同
郡
御
厨
村
加
藤
家
文
書
に
含
ま
れ

る
。
御
厨
村
は
下
小
坂
村
の
北
に
隣
接
す
る
が
、
こ
の
史
料
が
加
藤
家
文
書
に

残
っ
た
理
由
は
、
こ
の
時
期
に
御
厨
村
庄
屋
勘
左
衛
門
が
下
小
坂
村
の
取
締
・
兼

帯
庄
屋
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
史
料
に
記
録
さ
れ
た
案
件
は
、
以
下
の
九
項
目
に
分
類
で
き
る
。

ア
、
村
役
人
交
替

イ
、
入
牢
・
死
亡
・
検
死
（
片
付
）
・
相
続

ウ
、
失
人
（
家
出
）
・
帰
住

エ
、
人
別
送
り
・
出
稼
・
仕
付
金
約
定
・
奉
公
人
引
戻
し

オ
、
定
免
・
破
免
・
検
見
・
雨
乞
・
刈
上
・
毛
替

カ
、
預
ケ
銀
・
預
ケ
米
・
質
物
銀
滞
出
入

キ
、
堂
宇
再
建
・
住
職
退
寺
・
住
職
復
住

ク
、
弁
金

ケ
、
新
印
形
使
用

そ
の
内
容
は
こ
の
よ
う
に
村
政
全
般
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
具
体
的
に
み

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
末
期
の
下
小
坂
村
の
状
況
を
分
析
し
て
み
た
い
。

諸
願
要
用
留
帳
に
み
る
幕
末
期
下
小
坂
村
の
状
況

池

田

治

司



（表 ）幕末期下小坂村家数人数一覧

家 数
（ ）

高 持
（ ）

無高借地
（ ）

無高借家
（ ）

総人数 人数内訳

嘉永 年 男 、女
安政 年 男 、女
安政 年 男 、女
安政 年 男 、女
安政 年 男 、女
安政 年 男 、女
安政 年 男 、女
万延 年 男 、女
文久 年 男 、女
文久 年 男 、女
文久 年 男 、女
慶応 年 男 、女

上記 家数 総人数 からは寺や僧の数を除いている。各年寺の軒数は 軒、
僧の数は 人である。

一

下
小
坂
村
幕
府
領
の
概
況

御
厨
村
庄
屋
勘
左
衛
門
が
村
政
に
関
わ
っ
た
こ
の
時
期
の
下
小
坂
村
支
配
は
、

石
丸

太
郎
知
行
所
と
幕
府
領
と
の
相
給
で
、
村
高
で
言
え
ば
総
高
六
七
四
石
八

斗
六
升
八
合
の
う
ち
、
石
丸

太
郎
知
行
所
は
四
八

石
一
斗
七
升
七
合
、
幕
府

領
は
一
九
四
石
六
斗
九
升
一
合
と
割
合
的
に
は
石
丸
氏
の
知
行
所
が
幕
府
領
を
大

き
く
上
回
る
。
そ
し
て
、
御
厨
村
庄
屋
勘
左
衛
門
が
庄
屋
を
兼
帯
し
た
土
地
は
、

そ
の
内
の
幕
府
領
で
あ
る

（

）
。
こ
の
幕
府
領
は
、

諸
願
要
用
留
帳

に
載
る
記
録

を
見
る
と
、
対
象
期
間
の
う
ち
嘉
永
七
年
か
ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
月
ま

で
は
大
津
御
役
所
支
配
、
安
政
二
年
三
月
二
八
日
か
ら
記
録
の
最
終
慶
応
年
間
ま

で
は
信
楽
御
役
所
の
支
配
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
時
期
の
下
小
坂
村
幕
府
領
の
概
況
を
見
る
た
め
に
、
同
じ
く
加

藤
家
文
書
に
残
る
こ
の
期
間
の
下
小
坂
村

家
数
人
別
増
減
帳
（

）
か
ら
家
数
人
数

の
推
移
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
（
表

）
。
こ
れ
を
見
る
と
、
家
数
も
人
数
も

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
後
で
紹
介
す
る
が
、
そ
の
衰
退
が
、

諸
願
要
用
留
帳

の
内
容
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表

に
は
示
し
て

い
な
い
が
、
村
高
一
九
四
石
六
斗
九
升
一
合
の
う
ち
、
居
村
百
姓
の
持
高
が
出
作

百
姓
の
持
高
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
の
も
下
小
坂
村
幕
府
領
の
特
徴
で
、
さ
ら

に
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
に
は
そ
の
少
な
い
居
村
百
姓
の
持
高
す
ら
下
方
修
正

さ
れ
て
い
る

（

）
。

二

諸
願
要
用
留
帳

の
目
録

こ
こ
で
、

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
諸
願
要
用
留
帳

の
記
載
内
容
の
説
明
に

入
る
前
に
、
概
要
を
見
る
た
め
に
記
載
事
項
を
目
録
に
ま
と
め
て
み
た
。
そ
れ
が

次
の
表

で
あ
る
。
な
お
、
分
類
に
示
し
た
記
号
は
、
冒
頭
の
九
項
目
の
類
型
を

指
し
て
い
る
。



諸
願
要
用
留
帳
に
み
る
幕
末
期
下
小
坂
村
の
状
況

表 村坂小下郡江若州河） 録目容内帳留用要願諸
者事当は又者成作容内 類分日成作名宛

事之書請御申上差 門衛右喜屋庄村坂小下 寄年ニ中味吟御牢入義
たい奔出者

儀門衛右善
之無共寄年屋庄時当し 屋庄村厨御寄最而付ニ

被
屋庄締取江門衛左勘

百頭村坂小下

〕候付仰
兵儀代姓百・衛

兵吉姓

衛左勘屋庄村厨
御・衛 永嘉所役御津大

門
年 月 ア日

上口恐乍 被牢入儀門衛右喜屋庄 生養付ニ病重処候付仰
小下

〕候申果相叶相不
人番

・衛兵嘉姓百村坂
永嘉所行奉御

助平
年 月 イ日

札一申上差 仰被牢入門衛右喜屋庄 不生養付ニ病重処候付
訴御

段其付ニ候果相叶
下成被使検御処候上申 付片仮上之分見御骸死 付仰被様候置したいニ

村坂小下

〕文証請
御候

衛兵吉・衛
兵儀姓百頭

永嘉所行奉御 年 月 イ日

上申奉届御付書以恐乍 候 仕死病儀門衛右喜屋庄 奉届御江所行奉御段其
病上之使検御処候

上申
奉付書段之無違相ニ死 被付片仮骸死処候上差

〕届御段
此付ニ候付仰 衛

兵儀代姓百村坂小下

屋
庄村厨御締取村右・ 嘉所役御津大

門衛左勘
永 年 月 イ日

上口恐乍 出家当儀門衛右善寄年 方尋限日十三付ニ候仕
ニ

候満相限日御付仰被
村坂小下

〕断御段此付
嘉行奉御郎次清姓百頭 永 年 月 ウ日

上口恐乍 限日十三門衛右善寄年 知相共得候付仰被方尋
十

三又猶付ニ候申不れ
今共得候付仰被方尋日 付ニ申不れ知相衛行以 御段此間候満相限日御

小姓百頭村坂小下
〕断

永嘉行奉御
門

衛右
年 月 ウ日

上口恐乍 右善寄年門衛右喜屋庄 ニ尋御義候仕出家門衛
村坂小下

〕候上申奉付 行奉御
門

衛右小姓百頭
永嘉 年 月 ウ日

候上申奉付書以恐乍 右善寄年門衛右喜屋庄 用御筋備御義人両門衛
納上宛両壱金

江内之途
両弐合都付ニ候支差方 義門衛右久郎次鉄内村

奉度
仕納上弁を加冥御

締取村村坂小下

〕候存
衛左勘屋庄村厨

御屋庄
永嘉所役御津大

門
年 月 ク日

候上願奉付書以恐乍 茂用入諸之時臨者年当 ニ第次候り懸相ニ分多
納米分九付ニ

候座御茂
被ニ納蔵御波難残不分 ハ候下付仰為 時臨以を銀余之用入右

奉度仕もニ價用入諸
之

姓百頭村坂小下

〕候存

兵儀代姓百・門
衛右伊

庄村厨御締取村
右・衛

所役御津大

門衛
左勘屋

永嘉 年 月 ク日

候上願奉付書以恐乍 滅磨形印衛兵儀代姓百 形印新付ニ候用相難仕 小下
〕候存奉

度申用相
勘屋

庄村厨御締取村坂 保天
所役御津大

門衛左
）ヵ永嘉

年 月
ケ

日
事之形手送別人 娘門衛右喜去死屋庄先 九寅当蔵善弟とこ宅別

御其度此
者候成罷ニ歳

養江方衛兵卯屋菱内丁 届承付ニ出申段候等子
坂小下

〕候出差送別人 屋庄村
厨御締取村右村 寄年町津高西

門衛左勘
永嘉

門衛左源屋
綿木

年 エ月



者事当は又者成作容内 類分日成作名宛
事之形手送別人 熊村坂小下郡江若州河 ニ才六寅当松福弟郎治

内丁御其
度此者候成罷

やしか配支助太屋川西 子養江方衛兵弥屋嶋中 付ニ候出申段度遣差ニ
下

〕候出差形手送別人
屋

庄村厨御締取村坂小 御目丁九満天
門衛左勘

永嘉
中衆

寄年
年 エ月

奉訴御人失付書以恐乍 候上申 候仕出家門衛右善寄年 仰為被方尋日十三付ニ
知相衛行共得候尋相付 得候尋相々精又尚申不 此恐乍申不知相等何共

小下

〕候上申
奉届御段 右・衛

兵儀代姓百村坂

左勘屋
庄村厨御締取村 政安所役御津大

門衛
年 月 ウ日

嫁へ方助定方堤村厨御 人日五月二卯付ニ候付 吉之卯高無候し遣送別 まつ姉
政安

エ
日七月

二卯）年

勝方衛兵郎四村田井高 度此才一十二卯当郎次 方七元 引別人付ニ候参ニ子養
エ七元

候申遣差札一取
申与のり娘八休村出放 方助長ニ月三寅去者 先り送別人付ニ候付嫁

付ニ置り預方
門衛右喜

助長
候申遣差形手取引

政安 年 月 エ日

く女養方衛兵佐村家新 政安つな孫ま 年 月 エ日
女養方助栄田新東屋菱 政安わい孫まく 年 月 エ日

ニ参女養助儀方西村同 し出差形手り送別人付 とこ家同七半候申
政安 ）年 月

エ
日

付嫁ニ方衛兵由断同右 出差形手り送別人付ニ エかた娘人同候申し
家同門衛右徳方西村同 付嫁門衛右定方東さと 定候申出形手取引別人 政安門衛右 年 エ月

当さふ娘門衛右常村同 者候成罷ニ才八拾弐卯 付ニル来付嫁江方助豊 助豊候遣取引
政安 ）年 月

エ
日

才五拾弐卯当んか妹私 私村同度此者候成罷ニ 付嫁江方門衛右常方領
り送別人付ニ

出申段候
吉磯

候遣形手
政安 ）年 月

エ
日

候上願奉付書以恐乍 何門衛左勘屋庄村厨御 庄帯兼儀之屋庄締取卒
成為被送申御

てし与屋
候上願奉段此恐乍度下

右伊姓百頭村坂小下

〕
・衛兵儀代姓百・門
衛

御津大
郎次鉄屋庄習

見 政安所役 年 月 ア日

奉願御乞雨付書以恐乍 候上申 入差月六座御無潤雨 献前神氏於成相与続照
立而候座御雨一明燈御 姓百迄候成相ニ穂出毛 乍度仕乞雨仕念祈統一

〕候上申奉願
御段此恐
衛

兵儀代姓百村坂小下

右
・郎次鉄屋庄習見・

左
勘屋庄村厨御帯兼村

政安所役御楽信

門衛

年 月 オ日

願奉免破御付書以恐乍 候上 難而ニ難両雨風大魃旱 免破御儀余無故候仕渋 兼村坂小下
〕候上願

奉
門衛左勘屋

庄村厨御帯
政安所役御楽信 年 月 オ日
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者事当は又者成作容内 類分日成作名宛

上願奉上刈附書以恐乍 候 ニ旬苅村当分之稲早急 上願奉上刈付ニ候座御
稲晩ハ儀之箇取御

尤候
付仰為被以ヲ並毛合上

姓百村坂小下

〕候上願
鉄屋庄習見・衛

兵儀代

村厨御帯兼村右
・郎次

役御楽信

門衛左
勘屋庄

政安所 年 オ月

候上願奉付書以恐乍 代性百ニ内案御見検御 差病持之日平義衛兵儀
ハ儀郎次鉄屋

庄習見発
衛右伊姓百頭而ニ輩若 恐乍付ニ候度会立為門

坂小下

〕候上願奉段此
習見・衛

兵儀代姓百村

帯兼村右
・郎次鉄屋庄
信

門衛左
勘屋庄村厨御

政安所役御楽 年 月 オ日

候上願奉付書以恐乍 五卯当儀門衛右伊姓百 も成体実甚成相ニ歳拾
之応相も等算

筆而ニの
高方村度此付ニ候来出 役寄年上之談相姓百持

坂小下

〕候上願奉恐乍
次鉄・衛

兵儀代姓百村

庄村厨御
帯兼村右・郎 所役御楽信
門衛左勘屋

政安 年 月 ア日

候上願奉付書以恐乍 難而ニ難両雨風大魃旱 続取共姓百小而候仕渋
小下

〕願弁勘
様候来出 見・衛

兵儀代姓百村坂

兼村右
・郎次鉄屋庄習

門衛左
勘屋庄村厨御帯

政安所役御楽信 年 オ月

候上願奉付書以恐乍 世渡屋質ニ間透業農父 相付ニ死病処ル然居仕

郎三治村坂小下

〕願続
鉄屋庄習見・蔵

徳名改

村厨御帯兼村右
・郎次

役御楽信

門衛左
勘屋庄

政安所 年 月 イ日

願奉住帰村付書以恐乍 候上 川渋類親門衛右善父祖 方門衛右直村草蛇北郡
候糺子様付ニ候帰罷

迄
拝巡所ヶ八十八国四所 日合取為ニ気病出罷ニ

願村帰付ニ
候り掛相数

元姓百人願村坂小下

〕
、門衛右伊寄年、郎
三

衛左勘村厨御帯兼村
右 政安所役御楽信
門

年 月 ウ日

訟訴御恐乍 而ニ震地大堂本寺雲浄 之度法御尤、願建再潰
作成

構結外其物組物彫

村坂小下

〕候仕不等事

右、戒慈
持住、寺雲浄

左勘屋庄
村厨御帯兼村

、門衛右
伊寄年、門衛

同、門衛
右治屋庄村右

門衛右仁
寄年、郎次覚

奉御

衛兵
安工大村同、

行
政安 卯）年

キ
月



者事当は又者成作容内 類分日成作名宛

御通之録目図絵書表・ 御無者而ニ事作之度法 ハ候座御儀之違相若座
以候付仰被可ニ

度越私

・
上

二政安、掲再書願建再
・

〕日三十月一十年卯
所行奉御西以を書願右 儀之願建再処候出願江 成相不庇方三者得候ニ

候出願可縮取も
数間対

ケ下願付ニ候付仰被様
十・

事候取引同一而ニ
書通之書控日八十月一 大り掛御所候上願奉付 聞御上之調御様太隼森

候置控付ニ候成相
ニ済

坂大目丁四町路淡内

事

兵平屋国伊紀寄年工
大

政安
衛

年 月 キ日

上口恐乍 立迄村隣門衛右善寄年 所役御配支御段候り帰
候

出罷連召所候出届へ
義人同共得候付仰被様 出家日五十二月当候又 旨申不知相衛行而候仕

伊寄年村坂小下
〕届御

政安行奉御門衛右 年 月 ウ日

候上申奉付書以恐乍 連召門衛右善寄年村当 共得候付仰被様候出罷
五十二月当候

又義人同
知相衛行而候仕出家日

村坂小下
〕届御旨申不 衛左勘屋

庄村厨御帯兼
政安所役御楽信

門
年 月 ウ日

致江元其義みた妹等我 付仕為物荷付ニ候付嫁 万間候遣差目百四銀料
節候り帰罷而

ニ嫁不一
被可し戻御料付仕右者 札一申入差証後為候成

清兄みた村坂小下
件如

政安郎次弁村同郎五 年 エ月

ニ妻等我みた妹殿元其 付仕為物荷付ニ候請貰 慥下被遣御目百四銀料
たい嫁不一万

候申取請
差添相料付仕右者時し 為候座御定約申可し戻 下

件
如札一申入差証後 同郎次弁人請貰村坂小 政安郎五清村 年 エ月

願奉免定御付書以恐乍 候上 年辰当 定御間之年ヶ五迄年申
季年尤

候上願奉継年免
立相毛損之上以分三中 ニ取見検御者ニ柄年候 候上願奉様候付仰為被

兵儀代姓百村坂小下

〕
見、門衛右伊寄年、衛
帯兼右、郎治鉄屋庄習

信

門衛左勘屋庄村厨御

政安所役御楽 年 月 オ日

治政悴衛兵与村田井高 成罷ニ才六拾弐辰当郎 ニ候請貰子養度此者候
形手取請之り

送別人付
衛兵吉

渡相
政安 辰）年

月
エ

日
せ娘門衛右三与村郡西 候成罷ニ才九拾辰当い ニ候請貰ニ女養度此者

形手取請之り
送別人付

衛兵吉
渡

政安 辰）年
月

エ
日

才六拾弐辰当郎治万悴 郡成東州摂者候成罷ニ 引ニ居同衛兵宇村江野
差形手送別人

付ニ候越
衛兵吉

入取引候遣
政安 辰）年

月
エ

日
当うゆし名改かな妹私 者候成罷ニ才九拾弐辰 江方七久方領私御村同

手送別人付ニ
候付嫁致
判

入取引候申し出差形
七

政安 辰）年
月

エ
日

女養衛兵徳領私御村同 罷ニ才四拾弐辰当さふ 人請貰ニ房女私者候成
形手取引候請

形手送別
エ衛兵甚

渡



諸
願
要
用
留
帳
に
み
る
幕
末
期
下
小
坂
村
の
状
況

者事当は又者成作容内 類分日成作名宛
才八拾辰当ゑや女養私 私御村江菱者候成罷ニ 付嫁江方門衛右長方領

手送別人付ニ
候したい

エ門衛右喜屋庄先
渡形

才六拾弐辰当んか妹私 兵治村俣川者候成罷ニ ニ候したい付嫁江方衛
エ吉磯

渡形手
送別人付

上口恐乍 兵吉村郷西郡江若州河 文代少幼郎七与家同衛 平
相寄年

并人請いせ村当
願被入出滞銀物質取手 年印奥面文証右所候上 上申奉付ニ尋御廉之寄

厨御時当村坂小下

〕候
他門衛左勘帯兼屋

庄村

郎五清姓百頭代付
ニ出 政安行奉御 年 月 カ日

訟訴御恐乍 下、入出銀物質敷屋家 屋家之持所いせ村坂小
ニ物

質取を文証成慥敷
此置ケ預目貫五子銀取 拾四百弐貫弐迄月先利 百七貫七合都利元匁四

郷西

〕候滞相匁四
拾四 七与

人願家同衛兵吉村

五屋
庄、平文代少幼郎 政安行奉御

門衛右郎
年 月 カ日

事之形手稼出 五辰当次平喜村坂小下 辰当しよ房女人同歳拾
出者之

人弐、歳四拾四
宗付ニ出申度したい稼 旨候座御無合掛事悪旨 頼依絡連等替宅、届御

村厨御帯兼村坂小下
〕

平造玉
、門衛左勘屋

庄
政安

中人
役御町口野

年 エ月

願御使検御付書以恐乍 候上申奉 房女八清高無村坂小下
罷

ニ才弐拾四辰当らく
相ニ外帳村出家者候成 立者申と衛兵宇宿無成 らく、害殺らく右り帰

下

〕願使検付ニ
候果相 、門

衛右伊寄年村坂小

勘村
厨御帯兼村坂小下 政安所役御楽信

門衛左
年 月 イ日

候上願奉付書以恐乍 り下水用留築筋川和大 無雨潤後付植方田申不
ニ候成相と割

照所地数
坂小下

〕願入見検御付
寄年、衛

兵儀代姓百村

鉄屋庄習
見、門衛右伊

屋庄村厨
御帯兼、郎次

安所役御楽信

門衛左勘

政 年 月 オ日

弐辰当郎次真子養方私 不度此者候成罷才八十 丁壱町土安阪大付ニ嫁
に配支郎五吉

屋田森目
戻差江方助忠屋波丹也

門衛右喜
ス遣送別人し 松代郎次

鉄、いせ家後
助之

政安 ）年 月
エ

日

上願奉上刈付書以恐乍 候 ニ向刈時当分之稲早急 取御尤候上願奉上刈而
並毛合上稲晩者儀

之箇
〕願度下付仰為被以を

衛
兵儀代姓百村坂小下

屋
庄、門衛右伊寄年、

厨
御帯兼村右、郎次鉄

御楽信

門衛左勘屋庄村

政安所役 年 オ月

申訴御出家付書以恐乍 候上 右宇代郎太保村坂小下 手相松丑姓百村当門衛
入出銀物質畑田家建

取
出家致松丑右所候上願 為被方尋日十三付ニ候

れ知相衛行
共得候付仰

五松丑村坂小下

〕申不

兵儀代姓百、八
平組人

見、門衛右伊寄
年、衛

兼村右、郎二鉄
屋庄習

門衛左勘屋庄村
厨御帯

政安所役御楽信 年 月 ウ日



者事当は又者成作容内 類分日成作名宛
申訴御出家付書以恐乍 候上 地田家建松丑村坂小下 決対上願被入出銀物質

出家恐を決対処之仕
可

レ知相衛行所候したい 貫三銭付ニ出不尋申不
候仕納上付

仰被料過文
村厨御帯兼村坂小下

〕
役御楽信

門衛左勘屋
庄

政安所 年 月 ウ日

ニ才八巳当助之伊忰私 宇村坂小上度此者成罷 遣差ニ子養へ方門衛右
衛右吉

候し出
差送別人

門
政安 ）年 月

エ
日

上申奉訴御付書以恐乍 候 地田家建松丑村坂小下 家恐を決対入出銀物質
文貫三銭付ニした

い出
段候仕納上付仰被料過 ハ候上申奉訴御

相付
仰被方尋日十八百

申不知相衛行共得候尋 此付ニ候満相も限日御

松丑

〕候上申奉訴御段

、八
平、郎左喜組人五

百、門
衛右川、衛兵磯

右伊寄
年、衛兵儀代姓

郎次鉄
屋庄習見、門衛

村厨御
帯兼村坂小下、

役御楽信

門衛左勘屋庄

政安所 年 月 ウ日

覚 談対入出滞息利銀物質 付ニ候無違相段候届行

小下

〕候申入差書定約
や母

松丑候出家致村坂

州河
、郎左喜付ニ頓す

御帯
兼村坂小下郡江若

小下

門衛左勘屋庄村厨
代少幼郎

太保人願村坂
政安

門衛右宇
年 月 カ日

上口恐乍 り掛江屋庄并村坂小下 儀之方取請口弐所地質
少

幼郎太保村同方領私
門衛右宇代 母松丑手相所候上願奉 屋庄并郎左喜付ニ頓

願被キ
歎儀之違相足利

対之意実江方双処候上 仰為被解利御方致可談 申奉付ニ候届行談対聞

郎太保村坂小下

〕候
上

添付、門衛右宇
代少幼

村同、郎次麻屋
庄習見

、郎左喜代付ニ
頓すや

勘屋庄村厨御帯
兼村右

政安所役御楽信

門衛左

年 月 カ日

上願奉住帰付書以恐乍 候 を決対義松丑村坂小下 被外帳村したい出家恐
親五十二月先ル然

付仰
土安坂大類 衛兵安屋和大町寺）堂 承子様付ニ候帰罷迄方

仕宮参勢伊願心所候糺 数日合取為ニ気病計不 村付ニ候り帰立り掛相

右

〕願済聞御
儀之住帰

姓
百、八平組人五松丑

衛
右伊寄年、衛兵儀代

、郎
次鉄屋庄習見、門

勘屋
庄村厨御帯兼村右

政安所役御楽信

門衛左

年 ウ月

紙差御 安村坂小下 宇代付ニ少幼郎太）保 方料御村同り寄門衛右 牛
や母人同跡出家松

）丑
定約り懸相江屋庄并す 添場役右由之入出変違

候出差書
願解利参持翰

事明埒てゐおニ地其条 ハ候ニ 始ハ之有細子滞之済可
於届相可

出罷調取書末
〕也者度越為可者参不

牛方料御村坂小下
出家松）丑
年、屋庄、すや

母人同 所役御楽信
寄

政安 ）年 月
カ

日



諸
願
要
用
留
帳
に
み
る
幕
末
期
下
小
坂
村
の
状
況

者事当は又者成作容内 類分日成作名宛
訟訴御恐乍 若州河、入出滞ケ預米 次鉄手相村坂小下郡江 郎

、）付ニ
死病門衛右喜

うか手相村松植郡川渋 米へ）付ニ死病郎五徳
米

右所候申置ケ預石拾
付仰為被様候呉し戻相

寺法成郡江若州河

〕願
所役御楽信

助伊人
願村

政安 年 カ日晦月

上申奉下願付書以恐乍 候 人壱外郎次鉄村坂小下 奉入出滞ケ預米取手相
被様仕可決対所候

上願
対談対処候在罷付仰為 様候仕済下入出届行談

仕ケ下願
之依、候成相

寺法成郡江若州河

〕候

、郎次鉄手相、助
伊村

庄村厨御添付帯兼
村右

村寺法成、門衛左
勘屋 楽信

衛兵嘉姓百頭
添付

政安所役御 年 月 カ日

奉届御人失付書以恐乍 候上申 、衛兵嘉高無村坂小下 出家、とこ娘、きと妻
不セ知相衛行付ニ候仕 候上申奉届御付ニ候申

清頭組人五衛兵嘉右

〕
、門衛右伊寄年、郎
次

勘屋庄村厨御帯兼村
右

政安所役御楽信

門衛
左

月正年 ウ日

奉届御人失付書以恐乍 候上申 同、んか高無村坂小下 、郎次平忰同、介幸家
知相衛行付ニ候仕出家 申奉届御付ニ候申不セ

人五んか右

〕上以候上
右伊寄年、郎

次清頭組

村厨御帯兼村
右、門衛

役御楽信

門衛
左勘屋庄

政安所 月正年 ウ日

才六拾弐未当くき娘私 御村同度此者候成罷ニ 候付嫁江方吉嘉方領私
事候出差り送

別人付ニ
八新村坂小下

政安 ）年 月
ウ

日
才六拾三未当をな妹私 御村同度此者候成罷ニ 嫁江方門衛左五方領私

候出差送別人
付ニ候付

ウ郎五清村坂小下
事

奉届御人失付書以恐乍 候上申 同、んか高無村坂小下 、郎次平忰同、助幸家
行共得候尋相候仕出家 十三、候申不れ知相衛 へ候尋相付仰被方尋日

日御申不れ知
相衛行共

奉届御付ニ候満相茂切

頭組人五んか

〕候上申
門衛右伊寄年

、郎五清

左勘屋庄村厨
御帯兼、 政安所役御楽信

門衛
年 月 ウ日

奉届御人失付書以恐乍 候上申 、衛兵嘉高無村坂小下 家、当とこ娘、きと妻
方尋日十三付ニ候仕出 衛行共へ候尋相付仰被 相茂切日御申不れ知相

候上申奉届御
付ニ候満

治清頭組人五衛兵嘉

〕
兼、門衛右伊寄年、郎
門衛左勘屋庄村厨御帯

政安所役御楽信 年 月 ウ日

訟訴御恐乍
鉄

〕入出し戻引人公奉
村

厨御帯兼村右、郎次
安行奉御

門衛左勘屋庄
政 年 月 エ日

訟訴御恐乍
郎八

〕入出滞物質家建 御
門

衛右作屋庄、衛兵
政安行奉 年 月 カ日



者事当は又者成作容内 類分日成作名宛

拾三未当さわ妹衛兵卯 摂度此者候成相ニ才弐 油町市郷野平郡吉住州
印送付嫁へ方

衛兵善屋
政安

候し出差形
年 月 エ日

覚 喜村坂小下類親御元其 所ケ壱蔵土敷屋居郎太 衛兵儀村同所ケ壱隠雪
利所候成相入物質

へ方
譲ニ流質付ニ候滞相足 取質付ニ之申様候呉受

様候呉譲
為江衛兵儀主

儀之等右付ニ候出申被 御応一念為哉之無違相

厨御帯兼

〕候入申合引

郎太喜
門

衛左勘屋庄村
兵郎八村並

神芝類親御
衛

政安 ）年 月
カ

日

覚 喜村坂小下類親御元其 所ヶ壱蔵土敷屋居郎太 衛兵儀村同所ケ壱隠雪
所候成相ニ入物質

江方
促催及付ニ候滞銀足利 呉受譲ニ流質人同所候

儀主取質
付ニ之申様候

申被様候呉譲為江衛兵 儀之等右付ニ出申趣候 御応一念為哉之無違相
厨御帯兼

〕候入申合引

郎太喜
門

衛左勘屋庄村
兵郎八村並

神芝類親殿
衛

政安 ）年 月
カ

日

奉訴御人失付書以恐乍 候上申 忰、八清高無村坂小下 藤同、吉仙同、衛兵弥
致くき娘、吉馬同、吉 共得候尋相付ニ候出家 御付ニ候申不知相衛行

人五人請

〕候
上申奉届

儀代姓百
、郎五清頭組

、門衛右
伊寄年、衛兵

衛左勘屋
庄村厨御帯兼

政安所役御楽信

門

年 月 ウ日

上申奉願御付書以恐乍 候 右喜候勤相屋庄元村当 借義いせ家後後死門衛
候仕窮困来年嵩相

銀財
候左付仰被限代身付ニ 及家一姓百之来旧者得

ケ歎共何
行成様候絶断

勘御入出者得候存奉敷 立仰為被様候成相ニ弁 ハ候下成
被方済々連

上之済聞御
名家者成相様候付仰為 成相続相致為不絶断茂

年、衛兵儀代姓百

〕候

帯兼村右、門衛右
伊寄
信

門衛左勘屋庄村
厨御 政安所役御楽 年 月 ク日

奉訴御人失付書以恐乍 候上申 、衛兵卯高無村坂小下 候仕出家、じか妹人同
相衛行共得候尋相付ニ 奉届御付ニ候申不れ知

五衛兵卯

〕上以候上申
伊寄年、衛

兵儀頭組人

庄村厨御帯
兼、門衛右 所役御楽信
門衛左勘屋

政安 年 月 ウ日

奉訴御人失付書以恐乍 候上申 忰、八清高無村坂小下 藤同、吉仙同、衛兵弥
家くき娘、吉馬同、吉 方尋限日十三付ニ候出 行共得候尋相付仰為被

茂切日御申不
れ知相衛

上申奉届御付ニ候満相

清組人五八清

〕上以候

、衛兵儀代姓
百、郎五

御帯兼、門衛
右伊寄年

楽信

門衛左勘
屋庄村厨

政安所役御 年 月 ウ日

奉訴御人失付書以恐乍 候上申 、衛兵卯高無村坂小下 候仕出家、しか妹人同
為被方尋ノ限十三付ニ 相衛行共得候尋相付仰 満相茂限日御申不れ知

〕候上申奉届
御付ニ候 衛

兵儀頭組人五衛兵卯

帯
兼、門衛右伊寄年、 信
門衛左勘屋庄村厨御

政安所役御楽 年 月 ウ日
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上願奉住帰付書以恐乍 候 門衛右治高無村坂小下 、助幸家同、んか家後
ニ候仕出家郎次平

忰同
付仰為被方尋日十三付 れ知相衛行共得候尋相

ハ候上申
奉訴御段申不

在罷付仰為被ニ外帳村 類親方堤村厨御所ル然
様

付ニ候帰罷へ方助惣
宮参勢伊所候し糺承子 日合取為ニ気病斗不仕 住帰、之申段候立相数

親んか

〕候上願
奉儀之

衛兵儀
代姓百、助嘉類

帯兼、門
衛右伊寄年、

信

門衛左
勘屋庄村厨御

政安所役御楽 年 月 ウ日

上願奉住帰付書以恐乍 候 、衛兵新高無村坂小下 藤忰人同、んけ妻人同
断同、をし娘人同

、吉
家致、えり断同、めん 方尋限日拾三付ニ候出

行共得候
尋相付仰為被

奉訴御段申不れ知相衛 ハ候上申 同、付仰為被ニ外帳村
罷へ方郎五

庄料私御村
候糺承子様付ニ候り帰 拝巡所ヶ八拾八国四所

取
為ニ気病斗不出罷ニ

段候り帰立立相数年合 奉儀之住帰村間候之申

平類親衛兵新

〕候上願

年、衛兵儀代
姓百、八

厨御帯兼、門
衛右伊寄

所役御

門衛左
勘屋庄村

政安 年 月 ウ日

上申奉届御付書以恐乍 候 村坂小下宗仏念大通融 気病義戒慈持住寺雲浄
候勤相難向用法役

寺ニ
罷山本通融仕寺退付ニ 儀之寺退付ニ之申度越

寺雲浄

〕候
上願奉恐乍

右伊、郎
三元代惣中日

、衛兵儀
代姓百、門衛

衛左勘屋
庄村厨御帯兼

政安所役御楽信

門

年 月 キ日

上願奉住復付書以恐乍 候 浄村坂小下宗仏念通融 ニ気病戒慈職住先寺雲
寺退勤相難用法役

寺而
山本右仕 付申被儀之住復江僧拙 差奉之取文証寺本之依

上願奉儀之住復間候
上

、覚現住当寺雲浄

〕候

断同、郎三元代惣
中日

兵儀代姓百、門衛
右伊

勘屋庄村厨御帯兼
、衛 政安所役御楽信

門
衛左

年 月 キ日

訟訴御恐乍 〕入出滞銀ケ預ケ掛願 御郎次益屋庄、郎次麻
政安

行奉
閏年 月

カ
日

上申奉届御付書以恐乍 候 雨永之日累作綿木方畑 出分多腐雨故候続り降
姓百

〕願替毛付ニ
候来 衛右

伊寄年、衛兵儀代

、郎
次鉄屋庄習見、門

衛左
勘屋庄村厨御帯兼

年元延万所役御楽信

門

月 オ日

上申奉願御付書以恐乍 候 門衛右喜候勤相屋庄元 困来年儀いせ家後後死
銀財借ハ而付ニ候

仕窮
銀来出難達調子銀嵩相 入出者得候仕不済返子

為被様候
成相ニ弁勘御

之済聞御所候下成立仰 候付仰為被方済々連上 断も名家共得候成相様
義候成相続相致為不絶 重者儀仕之恵仁御全ハ

代姓百

〕候存奉有難畳

門衛右
伊寄年、衛兵義

屋庄村
厨御帯兼村右、 万所役御楽信

門衛左勘
年元延 ク月



者事当は又者成作容内 類分日成作名宛

上申奉願御付書以恐乍 候 者納米貢年御村坂小下 昨ニ納米皆外之一分十
当共得候納相者迄

年未
出等腐株分多者儀之年 十も迚兼揃米御而候来

来出等納
米皆外之一分

三付ニ候存奉ニ哉申不 米外之納銀一分十一分 願御様候下付仰被ニ納

兵儀代姓百

〕候上申奉

見、門衛右
伊寄年、衛

兼村右、郎
次鉄屋庄習

門衛左勘屋
庄村厨御帯

年元延万所役御楽信 オ月

上申奉訴御付書以恐乍 候 候尋相出家致んか高無 ル然申不れ知相衛行所
明字領村当助嘉類

親所
落江戸井地畑候唱地屋 付見を之有者之死水入

ニ姿之ん
か右所候見及

ニ候へ見相様候寄似能 〕候上申奉訴御段此付

代姓百、助嘉類親んか

門
衛右伊寄年、衛兵儀

兼
、郎次鉄屋庄習見、

門
衛左勘屋庄村厨御帯

年元延万所役御楽信 月 イ日

奉訴御人失付書以恐乍 候上申 助幸家同んか村坂小下 候尋相付ニ候出家致当
此申不れ知相衛行共得 〕候上申奉訴御段 但用不付ニ申不出願右

九十二月十
ハ儀助幸し
か

事候したい死病夜日
頭

組人五、助嘉類親ん
楽信

人四役村、衛兵安
年元延万所役御 月 イ日

候上申奉届御恐乍 家後門衛右治姓百村当 処之病多来年義助幸忰 旬初月十当
ニ義之者窮困重差而別 人同テニ義候仕死病付 畑内村夕日同義んか母

明其仕死水而ニ
戸井中

死病助幸付ニ候上申朝 〕候上申付書以末始之

代惣類親んか村坂小下

衛
兵安代総合組、助嘉

右
伊寄年代惣人役村、

郎
次鉄屋庄習見、門衛

耕木
村代手部民尾羅多

年元延万
先所場御殿助

月 イ日

奉訴御人失付書以恐乍 候上申 衛兵三弥高無村坂小下 相付ニ候出家致助源甥
申不知相衛行共得候尋

源
〕候上申奉訴御段此 組

人五、衛兵弥類親助
信

人役三、門衛左喜頭
年元延万所役御楽 月 ウ日

奉訴御人失付書以恐乍 候上申 源甥衛兵三弥村坂小下 日十三付ニ候仕出家助
共得候尋相付仰為被尋 切日御申不れ知相衛行 届御段此付ニ候満相茂

弥類親助源

〕候
上申奉 左喜頭組人

五、衛兵三
役御楽信

人
役村、門衛 年元延万所 月 ウ日

願奉免定御付書以恐乍 候上 年辰ル去 候請奉免定御迄年申去
年ヶ壱酉

当付ニ明年所
尤候上願奉継年免定御 候立相毛損之上以分三 ハ

候付
仰為被ニ取見検御

、衛兵儀

〕候上願奉様
勘、郎次

鉄、門衛右伊
延万所役御楽信

門衛左
年 月 オ日

願奉免定御付書以恐乍 候上 年辰ル去 候請奉免定御迄年申去
之迄是又

当付ニ明年所
来近処候上願可継年通 申去ニ対而候続相作違 入見検御而ニ作違者年

為被免破御所候上願奉 年酉当置下付仰 成為被ニ入見検御続引
共得候度

上願奉様候下
年ヶ壱酉当之依入恐奉 〕候上願奉継年免定御

伊寄年、衛兵儀代姓百
次鉄屋庄習見、門衛右
門衛左勘屋庄帯兼、郎

延万所役御楽信 年 月 オ日

娘まく家後衛兵佐村当 罷に歳六拾四酉当すや 領私御村同度此者候成
たい付嫁江方

衛兵茂方
く

候出差形手送別人し
延万渡へ助長代ま 年 月 エ日
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当のこ家後衛兵吉村当 郎二政子養才四拾四酉 当いせ娘才弐十三酉当
酉当まい孫才

五十二酉
才五 与村田井高度此之人四 別人付ニ越引江方衛兵

こ家後衛兵吉
候出差送

人三外の
）年元久文 月

エ
日

才八拾弐酉当をし娘私 御村同度此者候成罷ニ ニ候付嫁方吉清方領私
衛兵新

候出差
送別人付 ）年元久文 月

エ
日

ニ才八拾酉当吉卯弟私 内河州同度此者候成罷 へ方門衛右長村田吉郡
別人付ニ候遣

差ニ子養
郎左喜

候申出差送
）年元久文 月

エ
日

訟訴御恐乍 入出滞銀ケ預 河、決対日一十二月八 三清村屋津一郡北丹州
門衛右八人願代少幼

郎
衛右伊手相村坂小下、 相利元足利銀ケ預、門

、門衛右八右
〕）候滞

奉御
門衛右清

屋庄村右
年元久文行 月 カ日

儀之免定替切酉当村其 戸江以を趣之願而達先 御般今所候置伺相へ表
儀渡申付ニ右

済相知下
之持形印人役三間之有 罷可々早内之寄年屋庄

も返
可付書此節其候出

也の 村川田池郡田茨付書右 質足人付ニ之有遣持為

若州河

渡相文十五百四
年、屋

庄村坂小下郡江
所役御楽信

寄
酉）年元久文

月
オ

日

百村代足東郡川渋州河 戌当きた娘門衛右吉姓 度此者候成罷ニ才八拾
別人付ニ候請

貰ニ妻私
取引付ニ候遣被形手送

蔵徳
ス渡相札一

久文 戌）年
月

エ
日

戌当がな候在罷家同私 其者候成罷ニ歳五拾弐 付嫁江方門衛右忠村御
助長

ス遣送別
人付ニ候 久文 戌）年

月
エ

日
戌当ちま候在罷家同私 村同者候成罷ニ歳拾三 江方門衛右善方領私御

ス遣送別人付
ニ候付嫁

七和
久文 戌）年

月
エ

日
才六拾弐戌当蔵寅忰私 田井高度此者候成罷ニ 度したい宅別越引へ村

ス遣送別人付
ニ出申段

衛兵安
久文 戌年

月
エ

日
罷歳弐拾戌当しよ娘私 沢郡成東州摂のも候成 遣差ニ子弟寺恩母村口

次弁
ス遣送別

人付ニ度
みた家後郎

久文 戌）年
月

エ
日

候上願奉付書以恐乍 御請度此儀之村坂小下 々村外処候仕見拝賦割
村之連何共得

候競見与
賦割御仮も而ニ方 当者得候左成相ニ石減

別
格通之面触御籾分村

ニ義付仰被籾増斗村当 悲是仕痛心与哉候座御 ハ候座御ニ義納相可
ニ年ケ弐子亥来

石拾籾

代姓百

〕候納相可合割

門衛右
伊寄年、衛兵儀

兼、郎
次鉄屋庄習見、

門衛左
勘屋庄村厨御帯

久文所役御楽信 年 オ月

右儀村同江方すや村当 付ニ候来嫁えす娘門衛 年ス渡相形手取引別人
や

ス渡相へ門
衛右伊寄

す
久文 亥）年

月
エ

日
兵吉村同江方八平村当 ニ子養門衛右吉子養衛 手取引別人付ニ候請貰

渡相へ門衛右
伊寄年形

八平
ス

久文 亥）年
月

エ
日



者事当は又者成作容内 類分日成作名宛

候上願奉付書以恐乍 年子当者儀之村坂小下 定御付ニ明季年免定御
年子当処之申可

請奉免
百

〕候上願奉入見検御
右

伊寄年、衛兵儀代姓

郎
次鉄屋庄習見、門衛

左
勘屋庄村厨御帯兼、

久文所役御楽信

門衛

年 月 オ日

事之札一申上差 定御子当儀之方村共私 御処候座御ニ明季年免
豊者上候

上願奉入見検
付仰被箇取御ひ随ニ凶

村坂小下

〕候上申段度
伊寄年、衛

兵儀代姓百

庄村厨御帯
兼、門衛右

屋庄代惣、門
衛左勘屋

文所役御楽信

門衛左勘

久 年 月 オ日

才三拾三子当へす妹私 領私御度此者候成罷ニ たい付嫁へ方吉定村同
差り送別人届

承段候し
吉仙

候出
子）年元治元

月
エ

日
後門衛左五領私御村当 娘才壱拾四子当をな家 次万子養才九子当てす

才五
拾子当郎

之遣形手取引者之人三
エ郎治定

事之札一申上差 定御子当儀之方村共私 御処候座御ニ明季年免
右度下被

付仰被入見検
年之作悪者上候上願奉 成相増取御体何如者柄 箇取御応ニ方来出共候

御而決付ニ義候付仰被 候敷間上申義敷間ケ願 ひ随ニ凶豊入見検御間
上申段度付仰

被箇取御

儀代姓百村坂小下

〕候

、門衛右伊寄年、衛
兵

帯兼、郎次鉄屋庄習
見

久文

門衛左勘屋
庄

年 月 オ日

上願奉上刈付書以恐乍 候 候上願奉上刈村坂小下 被毛合上者儀之箇取御
儀代姓百

〕候上願
付仰 、門衛右

伊寄年、衛兵

帯兼、郎
次鉄屋庄習見
信

門衛左
勘屋庄村厨御

年元治元所役御楽 月 オ日

候上願奉付書以恐乍 魃旱大成稀年近者年当 納銀一分十一分三而ニ
候上願奉度下

付仰被ニ
寄年、衛兵儀代姓百

〕
鉄屋庄習見、門衛右
伊

屋庄村厨御帯兼、郎
次

元所役御楽信

門衛左
勘

年元治 月 オ日

成罷ニ才四丑当吉梅忰 善方堤村厨御度此者候 別人候遣差子養へ方七
七仙亡死

候遣
差形手送 治元 丑）年

月
エ

日

覚 衛兵三弥名改吉太村当 娘門衛右清村御其江方 別人則遣差被女養わみ
義わみ後其遣差被

茂送
候在罷居り帰立江元親 之有ニ村当斗別人付ニ

候座御而
ニ事何如者儀 小下

〕候下被可答御哉
村田稲屋庄方料御村坂 中人役御

治元 丑）年
月

エ
日

才壱拾三丑当のう娘私 御村同度此者候成罷ニ 嫁江方門衛左半方領私
送別人付ニ出

申段候付
八平

上以候申し出差
治元 ）年 月

エ
日
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者事当は又者成作容内 類分日成作名宛
候上願奉付書以恐乍 老及衛兵儀代姓百村当 而ニ病多御年近ニ対年

上願奉役退勤
相難義役

徳孫人同者儀之役跡候 百付ニのも成体実甚蔵
候存

奉度申勤相為代姓
候上申奉願御段此付ニ

門衛右伊寄年、蔵徳

〕
兼、郎次鉄屋庄習見
、

門衛左勘屋庄村厨御
帯 治元所役御楽信 年 月 ア日

才弐拾三寅当まは妹私 領私御度此者候成罷ニ 候付嫁致江方衛兵武方
出差送別人付

ニ出申段
エ門衛右甚

候申し
去江方とり方堤村厨御 所候出差り送旨宗年寅 度したい続相跡親度此

引別人届承遣
差ニ送村

みな跡助嘉
ス遣形手

応慶 卯）年
月

エ
日

奉願御乞雨付書以恐乍 候上申 旬下月六 神氏付ニ候座御無潤雨
雨一し献を

明燈酒御江
百内村仕乞雨迄候座御 存奉度仕念祈統一共姓

下

〕候上申奉願御段此
年

、蔵徳代姓百村坂小

屋
庄習見、門衛右伊寄

左
勘屋庄帯兼、郎次鉄

応慶所役御楽信

門衛

年 オ月

上申奉届御付書以恐乍 候 義郎次鉄屋庄習見村当 奉町坂大成相ニ捕召御 所行
上之調御成相ニ役出御 儀之末始右付仰被牢入 竹村下日郡内河州同者

寺郡江若州同而
ニ方松

前名衛兵久屋橋船村内 拾綿毛而ニ方松竹以ヲ
始之銀

代此候取買疋八
被牢入中調御右付ニ末

、蔵徳代姓百

〕候付仰

庄帯兼、門衛
右伊寄年

所役御楽信
門

衛左勘屋 応慶 年 イ月

候上願奉付書以恐乍 十儀之納米貢年御村当 候来り納米正外之一分
畑而ニ底払米

来近共得
出難納米而ニ所場多方 此所ル然候居仕渋難来

ヲ割
之子金之出仰被度

者得候成相様候出差以 程何而ニ銀代米一分十 奉金割右間候座御無も
納米一分三ハ上候

上差
様候下付仰被納銀分之

坂小下

〕候上願奉恐乍

伊寄年
、蔵徳代姓百村

次鉄屋
庄習見、門衛右

門衛左
勘屋庄帯兼、郎

応慶所役御楽信 年 オ月

元忰門衛右伊寄年村当 罷ニ才壱拾三辰当郎三 郡川渋州河度此者候成
郎三元江方助

良村作鞍
申出差送別人参子養親

門衛右伊
候

応慶 辰）年
月

エ
日



表 る載に帳留用要願諸） 況状の人出家

日訴御日出家名人出家 号番目項録目過経

永嘉門衛右善寄年 年 月 同日 月
付仰方尋日十三

日
行もるす過経を月ヶ六 、ずれ知方 月 訴御日

料過 納上文貫 月 村草蛇北郡川渋類親日 帰罷へ方門衛右直
願住帰 付仰出召門衛右善 月 出家度再門衛右善日

・ ・ ・ ・
・ ・ ・

松丑 政安） 年 月 同日 月

付仰方尋日十三

日

方行もるす過経を月ヶ 、ずれ知 月 訴御日
のへ決対入出滞銀物質 料過てしと因原がれ恐 納上文貫 月 日

付仰尋日 年翌 月 訴御ずれ知方行日 月
大町寺堂

安坂大類親日
帰罷へ方衛兵安屋和 願住帰

・ ・ ・ ・

衛兵嘉高無
きと妻

、）

とこ
娘、） 政安

）
年 月 年翌日 月 付仰方尋日十三日 、ずれ知方行 月 外帳、置叱度急日 ・

んか
家後門衛右治高無

助
幸家同、）
郎次平忰、）

政安

）

年 月 年翌日 月
付仰方尋日十三

日
、ずれ知方行 月 外帳、置叱度急日 政安 年

月 助惣類親方堤村厨御日 帰罷へ方 願住帰 年元延万 月
死病助幸朝

日
に戸井の畑内村夕日同 死水んかて

・ ・ ・ ・
・

八清高無
衛兵弥

忰、）

吉
仙同、）
吉藤同、）
吉馬同、）

くき娘、）

政安

）

年 月 年翌日 月 付仰方尋日十三日 、ずれ知方行 月 外帳日

衛兵卯高無
しか妹

、）
政安

）
年 月 年翌日 月 付仰方尋日十三日 、ずれ知方行 月 届御日 ・

衛兵新高無
んけ妻

、）

吉藤
忰、）
をし娘、）
めん同、）

えり同、）

永嘉

）

年 月 年同日 月
付仰方尋日十三

日
年翌、ずれ知方行 月 外帳日 政安 年 月

へ方郎五庄領私村同日 帰罷 願住帰

助
源甥衛兵三弥高無

年元延万
）

月 年同日 月 付仰方尋日十三日 、ずれ知方行 月 届御日 ・

安はらく房女の八清の 政 年 月 永嘉、に中守留人家日 年丑 兵宇宿無たし出家に月 み込寝、り帰ち立が衛 。たれさ害殺れわ襲を 録目 ）



三

諸
願
要
用
留
帳

の
記
載
内
容

取
締
・
兼
帯
庄
屋
引
請
の
理
由

ま
ず
目
録

に
よ
っ
て
、
北
に
隣
接
す
る
御
厨
村
の
庄
屋
勘
左
衛
門
が
下
小

坂
村
の
村
政
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
み
る
。

請
書
に
よ
る
と
、
下
小
坂
村
庄
屋
喜
右
衛
門
が
買
預
米
願
に
つ
い
て
不
埒
な
取

り
計
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
入
牢
吟
味
中
で
あ
っ
た
嘉
永
七
年
五
月
に
、

年
寄
善
右
衛
門
が
同
月
一
三
日
家
出
し
、
両
村
役
人
が
不
在
と
な
り
御
用
や
村
用

共
に
支
障
が
出
来
て
村
方
不
取
締
と
も
な
る
の
で
、
喜
右
衛
門
・
善
右
衛
門
の
身

分
落
着
ま
で
最
寄
り
の
御
厨
村
庄
屋
に
取
締
庄
屋
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
日
の
記
録
（
目
録

、
同

、
同

、
同

）
を
見
る
と
、
一
様
に
年
寄
善
右
衛
門
の
家
出
は
四
月
一
六
日
、
庄
屋
喜
右

衛
門
の
訴
訟
は
質
物
銀
滞
出
入
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
の
妥
当
性
が

高
い
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
勘
左
衛
門
は
兼
帯
庄
屋
に
は
任
じ
ら
れ
て
い

な
い
。

し
か
し
翌
安
政
二
年
三
月
に
至
っ
て
、
目
録

に
よ
っ
て
改
め
て
、
御
厨
村

庄
屋
勘
左
衛
門
の
取
締
庄
屋
か
ら
兼
帯
庄
屋
へ
の
変
更
を
頭
百
姓
伊
右
衛
門
・
百

姓
代
儀
兵
衛
・
見
習
庄
屋
鉄
次
郎
の
名
前
で
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
願
書
が
認
め

ら
れ
、
宗
旨
帳
面
に
兼
帯
庄
屋
と
し
て
張
紙
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
目
録

に
よ
る
と
、
庄
屋
喜
右
衛
門
も
嘉
永
七
年
四
月
六
日
に
家
出

し
て
お
り
、
三
十
日
尋
に
よ
る
捜
索
中
の
五
月
一
四
日
に
召
捕
ら
れ
入
牢
さ
れ
て

い
る
。

庄
屋
喜
右
衛
門
の
死
亡

ま
ず
、
目
録

、
同

、
同

に
よ
っ
て
、
庄
屋
喜
右
衛
門
の
入
牢
後

の
動
静
を
見
て
お
く
。

嘉
永
七
年
六
月
三
日
、
喜
右
衛
門
は
重
病
の
た
め
村
預
け
と
な
る
。
村
方
は
医

師
を
呼
び
薬
用
介
抱
を
す
る
も
、
様
態
が
急
変
し
て
翌
四
日
八
ツ
時
頃
に
喜
右
衛

門
は
死
亡
し
た
。
翌
日
五
日
に
検
使
の
上
、
病
死
を
確
認
し
て
届
け
を
出
し
、
そ

の
後
死
骸
片
付
け
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。

年
寄
善
右
衛
門
の
家
出

目
録

、
同

、
同

、
同

、
同

、
同

に
よ
っ
て
年
寄

善
右
衛
門
の
家
出
の
事
情
を
見
て
み
る
。

善
右
衛
門
年
寄
在
職
中
の
庄
屋
喜
右
衛
門
の
質
物
銀
滞
出
入
は
、
対
決
の
上
日

限
済
方
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
も
、
出
入
が
済
ま
ず
追
訴
に
及
ん
で
い
た
。
そ
の
追

訴
中
の
四
月
一
六
日
に
善
右
衛
門
は
家
出
し
、
五
月
一
八
日
に
そ
の
旨
を
奉
行
所

に
届
け
出
て
い
る
。
奉
行
所
か
ら
は
三
十
日
尋
方
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
が
、
日
限

を
過
ぎ
て
も
行
方
が
知
れ
ず
、
一
一
月
四
日
に
六
回
目
の
訴
え
を
出
し
た
時
に
、

過
料
銭
三
貫
文
を
仰
せ
付
け
ら
れ
上
納
し
て
い
る
。

庄
屋
喜
右
衛
門
の
質
物
銀
出
入
は
対
談
の
上
、
下
済
み
と
な
り
六
月
二
二
日
に

出
入
を
願
下
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
翌
安
政
二
年
正
月
中
に
年
寄
善
右

衛
門
の
家
出
も
永
尋
が
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
当
の
善
右
衛
門
は
安
政
二
年
一

月
二
八
日
に
親
類
の
渋
川
郡
北

蛇
草
村
直
右
衛
門
方
へ
帰
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
様
子
を
糺
し
た
と
こ
ろ
心

諸願要用留帳にみる幕末期下小坂村の状況



願
が
発
し
て
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
に
出
た
と
こ
ろ
、
病
気
に
な
っ
て
人
家
軒
下

に
て
諸
人
の
介
抱
を
請
け
、
養
生
の
た
め
日
数
が
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
村

役
人
の
連
名
で
帰
村
願
を
支
配
代
官
所
へ
出
し
た
。
信
楽
御
役
所
か
ら
は
尋
ね
合

わ
せ
の
た
め
善
右
衛
門
を
召
し
連
れ
て
来
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
が
、
し
か

し
善
右
衛
門
は
同
年
一
一
月
二
五
日
か
ら
ま
た
家
出
し
行
方
知
れ
ず
と
な
る
。

諸
願
要
用
留
帳

に
は
善
右
衛
門
の
そ
れ
以
降
の
消
息
は
記
載
が
な
い
。

こ
の
間
不
在
で
あ
っ
た
年
寄
役
は
、
安
政
二
年
一
一
月
七
日
に
そ
れ
ま
で
頭
百

姓
を
務
め
て
い
た
五

才
に
な
る
伊
右
衛
門
を
村
方
高
持
百
姓
相
談
の
上
、
年
寄

役
と
し
て
願
い
上
げ
許
可
さ
れ
て
い
る

（

）
。

下
小
坂
村
の
地
勢
と
幕
府
領
の
困
窮

時
代
は
遡
る
が
、
加
藤
家
文
書
に
は
明
和
七
年
（
一
七
七

）
寅
一
二
月
付
の

下
小
坂
村
の

差
出
明
細
帳
（

）
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
記
さ
れ
た
農
地
・
農
業
の

状
況
を
抄
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
用
水
之
儀
築
留
七
拾
五
ヶ
村
組
合
樋

三
里
余
り
川
下
ニ
而
例
年
旱
損
仕
御

事
一
田
畑
之
内
稲
作
四
分
程
木
綿
作
六
分
程
仕
候

一
農
業
之
作
間
ニ
ハ
男
女
共
ニ
毛
綿
稼
仕
候

一
稲
作
木
綿
作

外
ニ
作
不
仕
候
御
事

こ
れ
に
よ
る
と
、
大
和
川
の
築
留
か
ら
用
水
を
引
い
て
お
り
、

七
拾
五
ヶ
村

組
合
樋

か
ら
三
里
余
り
の
川
下
に
あ
た
り
、
旱
損
の
土
地
で
あ
る
こ
と
、
か
つ

若
江
郡
弐
万
七
千
石
余
之
悪
水

が
楠
根
川
筋
に
落
ち
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

村
内
の
悪
水
が
排
水
で
き
ず
に
水
損
も
起
こ
る
こ
と
、
田
畑
の
作
付
け
割
合
は

稲
作
四
分
程
木
綿
作
六
分
程

で
あ
る
こ
と
、
農
閑
期
に
は
男
女
共
に
毛
綿
稼

を
行
う
こ
と
、
稲
作
木
綿
作
以
外
に
作
付
け
が
な
い
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
こ
う

い
っ
た
状
況
は
、
八

年
余
り
を
経
て
も
さ
ほ
ど
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

特
に
幕
末
の
下
小
坂
村
は
旗
本
石
丸

太
郎
知
行
所
と
幕
府
領
と
の
格
差
が
広

が
っ
て
い
く
状
況
が
目
録

や
同

の
願
書
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
以

下
に
原
文
を
引
用
す
る
。

（
目
録

）

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村

一
当
村
之
儀
者
往
古

三
分
一
十
分
一
銀
納
仕
来
之
村
方
ニ
御
座
候
所
依
御
米
操

天
保
九
戌
年

九
分
米
納
ニ
被
為
仰
付
相
納
来
然
ル
所
近
来
高
持
百
姓
困
窮
仕

候
ニ
付
而
者
所
持
之
田
畑
者
同
村
御
私
領
方
百
姓
江
譲
渡
当
御
支
配
所
ニ
者
高

持
無
数
様
相
成
何
共
歎
ヶ
敷
奉
存
対
ニ
当
年
者
臨
時
之
諸
入
用
茂
多
分
ニ
相
懸

り
候
次
第
ニ
茂
御
座
候
ニ
付
而
者
小
高
之
村
方
高
割
ニ
い
た
し
候
ハ

高
持
共

大
ニ
難
渋
仕
候
間
何
卒
格
別
之
御
憐
愍
を
以
右
九
分
米
納
分
不
残
難
波
御
蔵
納

ニ
被
為

仰
付
下
候
ハ

右
入
用
之
余
銀
を
以
臨
時
之
諸
入
用
價
ニ
も
仕
度
奉

存
候
間
乍
恐
此
段
奉
願
上
候

右
願
之
通
御
聞
済
被
為
成
下
候
ハ

御
慈
悲
難
有
仕
合
奉
存
候
以
上



右
村
頭
百
姓

嘉
永
七
寅
年
八
月
二
日

伊
右
衛
門

印

百
姓
代

儀
兵
衛

印

右
村
取
締

御
厨
村

大
津

庄
屋

御
役
所

勘
左
衛
門

印

右
書
付
奉
差
上
候
所
御
掛
り
岡
田
喜
右
衛
門
様
語
聞
済
之
趣
被
仰
渡
十
月
十

三
日
罷
出
候
節
御
割
賦
之
儀
被
仰
聞
候
得
共
当
年
者
難
波
御
蔵
納
至
而
六
ヶ

敷
趣
ニ
承
候
間
当
年
之
所
者
例
年
之
通
ニ
而
三
ヶ
所
納
之
御
割
賦
を
奉
願
上

候
方
大
ニ
よ
ろ
し
く
仕
合
御
座
候

こ
れ
に
よ
る
と
、
元
々
下
小
坂
村
は

三
分
一
十
分
一
銀
納

つ
ま
り
年
貢
全

体
の
四
割
を
銀
納
し
、
残
る
六
割
を
米
納
し
て
い
た
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三

八
）
か
ら
九
割
方
を
米
納
す
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、
こ
の
割
合
で
納
め
て
き

た
。
し
か
し
、
近
来
自
分
の
耕
地
を
所
持
し
て
い
る
高
持
百
姓
が
、
困
窮
の
た
め

所
持
の
田
畑
を
同
村
私
領
地
（
石
丸

太
郎
知
行
所
）
の
百
姓
へ
譲
り
渡
し
、
代

官
支
配
の
幕
府
領
に
は
高
持
百
姓
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
殊
に
同
年

は
臨
時
諸
入
用
が
多
く
、
既
に
持
高
の
少
な
い
百
姓
の
高
割
り
に
す
る
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
高
持
百
姓
が
大
い
に
困
窮
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
九
分
方
米
納
分
全
て

を
難
波
蔵
へ
納
入
し
た
い
と
い
う
願
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
津
代
官
所
は

そ
の
旨
聞
済
の
う
え
、
こ
の
年
の
難
波
蔵
納
は
非
常
に
難
し
い
の
で
、
例
年
通
り

江
戸
・
京
都
・
難
波
の
三
ヶ
所
納
を
願
い
出
る
こ
と
を
達
し
て
い
る
。

（
目
録

）

乍
恐
以
書
付
御
歎
願
奉
申
上
候

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村

一
当
村
御
田
畑
地
所
之
儀
田
方
場
所
至
而
地
低
く
御
座
候
而
上
郷
弐
万
七
千
石
余

之
悪
水
楠
根
川
表
へ
流
来
大
雨
出
水
之
砌
者
洩
水
越
水
仕
居
村

東
手
御
田
畑

悪
水
湛
立
毛
水
冠
与
相
成
候
而
水
腐
仕
候
年
柄
も
御
座
候
且
又
大
和
川
築
留

用
水
樋
加
入
村
方
ニ
御
座
候
得
共
右
樋
先

弐
里
余
之
流
末
ニ
而
用
水
手
当
ニ

も
相
成
不
申
候
得
共
年
々
多
分
之
諸
入
用
差
出
し
難
渋
仕
候
居
村
方
ニ
御
座
候

（
中
略
）
尤
当
村
方
ハ
年
々
小
百
姓
共
困
窮
仕
候
ニ
付
而
自
ら
所
持
之
御
田
畑

御
私
領
方
へ
譲
り
渡
し
候
故
高
持
百
姓
迚
も
無
数
漸
御
高
六
拾
七
石
弐
斗
弐
升

八
合
残
高
九
拾
石
九
合
ハ
同
村
御
私
領
方
百
姓
入
作
与
相
成
尚
残
三
拾
七
石
四

斗
五
升
四
合
小
若
江
村
象
之
助
御
厨
村
太
左
衛
門
両
人
入
作
与
相
成
候
体
之
儀

ニ
而
纔
之
居
村
之
持
高
ニ
而
難
渋
仕
候
儀
ニ
御
座
候
（
後
略
）

こ
の
安
政
二
年
一

月
付
の
願
書
で
は
、
水
旱
両
難
の
た
め
定
免
を
守
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
検
見
入
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
、
そ
の

副
因
と
な
る
村
内
の
事
情
を
説
明
し
、
こ
の
願
い
出
に
つ
い
て
の
理
解
を
申
し
出

て
い
る
。
そ
の
村
内
の
事
情
と
い
う
の
が
、
引
用
文
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
箇
条

書
き
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

諸願要用留帳にみる幕末期下小坂村の状況



下
小
坂
村
は
低
地
に
あ
り
、
大
雨
が
降
る
と
上
郷
二
万
七
千
石
余
り
の
悪
水

が
楠
根
川
筋
に
流
れ
落
ち
て
浸
水
し
、
作
物
は
水
腐
り
す
る
こ
と
。

下
小
坂
村
は
大
和
川
築
留
用
水
樋
加
入
の
村
方
で
あ
る
が
、
樋
か
ら
二
里

（

三
里

の
誤
り
か
。）
余
り
も
離
れ
た
流
末
に
あ
り
、
用
水
の
手
当
に
毎
年

多
く
の
諸
入
用
が
か
か
っ
る
こ
と
。

下
小
坂
村
は
毎
年
小
百
姓
が
困
窮
し
、
所
有
地
を
村
内
の
私
領
方
（
石
丸

太
郎
知
行
所
）
へ
譲
り
渡
し
、
高
持
百
姓
も
少
な
い
こ
と
。

居
村
百
姓
の
持
高
は
六
拾
七
石
弐
斗
弐
升
八
合
で
、
そ
れ
以
外
の
村
高
の
う

ち
九
拾
石
九
合
は
同
村
私
領
方
か
ら
の
入
作
、
あ
と
残
り
三
拾
七
石
四
斗
五
升

四
合
は
小
若
江
村
象
之
助
と
御
厨
村
太
左
衛
門
両
人
の
入
作
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
下
小
坂
村
幕
府
領
の
高
持
百
姓
は
経
済
的
に
困
窮
し
、
目
録

の
願
書
同
様
に
、
田
畑
を
石
丸
氏
私
領
方
の
百
姓
に
譲
り
渡
す
の
で
、
数
も

減
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
繰
り
替
え
し
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

下
小
坂
村
幕
府
領
の
概
況

の
末
尾
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
村
高
の
う
ち
、
居

村
百
姓
の
持
高
が
出
作
百
姓
の
持
高
を
大
き
く
下
回
り
、
万
延
二
年
（
一
八
六

一
）
に
は
そ
の
少
な
い
居
村
百
姓
の
持
高
す
ら
下
方
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
項
で
以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
な
下
小
坂
村
幕
府
領
の
百
姓
の
困
窮
状
況
と

同
村
の
地
勢
を
要
因
と
す
る
田
畑
破
免
・
違
作
の
状
況
を

諸
願
要
用
留
帳

の

記
載
内
容
か
ら
例
示
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
示
し
て
み
よ
う
。

百
姓
困
窮
の
状
況

目
録

の
記
述
に
基
づ
い
て
、
高
持
百
姓
丑
松
の
例
を
見
て
み
た
い
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
質
物
銀
滞
出
入
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
家
出
・
帰
住
の
二
つ
の

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

丑
松
は
、
安
政
三
年
一

月
二
一
日
付
の
目
録

乍
恐
以
書
付
家
出
御
訴

申
上
候

の
冒
頭
に

御
高
七
石
八
斗
五
升
九
合
持

の
二
十
歳
に
な
る
百
姓
と

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
訴
書
に
よ
る
と
丑
松
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
一
二
月
石

丸

太
郎
知
行
所
の
同
村
善
五
郎
方
へ
所
持
田
畑
建
家
を
質
物
に
入
れ
、
質
物
証

文
二
通
を
も
っ
て
銀
八
貫
目
を
借
用
し
て
い
た
。
こ
の
利
足
銀
の
滞
り
に
よ
り
、

安
政
三
年
八
月
三
日
大
坂
御
奉
行
所
へ
、
善
五
郎
名
前
退
保
太
郎
幼
少
代
宇
右
衛

門
よ
り
建
家
田
地
質
物
出
入
を
訴
え
ら
れ
、
九
月
一
三
日
対
決
の
と
こ
ろ
、
同
月

一

日
丑
松
は
家
出
を
す
る
。
隣
家
五
人
組
で
心
当
り
の
所
々
を
捜
し
た
が
行
方

が
知
れ
ず
同
一
八
日
御
訴
を
上
げ
、
三
十
日
尋
方
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
日

限
が
過
ぎ
て
も
ま
だ
行
方
が
わ
か
ら
ず
一

月
一
九
日
に
再
度
訴
え
た
と
こ
ろ
、

丑
松
は
質
物
銀
出
入
り
の
対
決
を
恐
れ
て
家
出
を
し
た
と
し
て
、
三
十
日
尋
方
を

仰
せ
付
け
て
も
行
方
知
れ
ず
に
つ
き
過
料
と
し
て
銭
三
貫
文
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
を
上
納
し
、
そ
の
旨
一

月
二
一
日
に
届
け
た
と
こ
ろ
、
同
二
九

日
に
百
八
十
日
尋
方
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
期
限
も
切
れ
た
翌
安
政

四
年
五
月
三
日
、
行
方
知
れ
ず
の
訴
え
を
五
人
組
・
村
役
人
の
連
名
で
信
楽
御
役

所
へ
申
し
出
る
。

一
方
質
物
銀
滞
出
入
の
方
は
示
談
が
整
い
、
同
年
五
月
六
日
に
、
願
高
五
貫
百

七
拾
匁
四
分
の
う
ち
三
貫
七
百
七
拾
五
匁
を
丑
松
帰
村
後
受
取
る
こ
と
と
な
り
、

残
り
の
銀
壱
貫
三
百
九
十
五
匁
四
分
は
容
赦
と
な
っ
て
収
束
す
る
。



丑
松
は
五
月
三
日
の
百
八
十
日
尋
の
期
限
が
切
れ
、
尋
方
赦
免
の
上
帳
外
を
仰

せ
付
け
ら
れ
た
が
、
実
は
四
月
二
五
日
に
親
類
大
坂
安
堂
寺
町
大
和
屋
安
兵
衛
方

ま
で
帰
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
事
情
を
糺
し
た
と
こ
ろ
、
心
願
が
起
こ
り
伊

勢
参
宮
を
し
た
が
、
病
気
に
な
り
諸
人
の
介
抱
を
受
け
て
養
生
を
し
て
い
た
た
め

日
数
が
掛
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
七
月
に
帰
住
願
を
出
す
。
こ
の
経
緯
は
目
録

に
記
さ
れ
た
年
寄
善
右
衛
門
の
ケ
ー
ス
と
酷
似
し
て
い
る
。

他
に
も
目
録

の
無
高
百
姓
か
ん
・
同
家
幸
助
・
忰
平
次
郎
の
家
出
の
場
合

に
も
伊
勢
参
宮
に
よ
る
同
様
の
理
由
で
帰
住
願
を
出
し
て
い
る
し
、
目
録

の

無
高
百
姓
新
兵
衛
・
妻
け
ん
・
忰
藤
吉
・
娘
し
を
・
同
断
ん
め
・
同
断
り
え
の
家

出
の
場
合
に
も
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
に
よ
る
同
様
の
理
由
で
帰
住
願
を
出
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る
と
、
こ
の
理
由
は
帰
住
願
に
至
る
一
定
の
慣

例
、
あ
る
い
は
定
形
の
言
い
訳
の
よ
う
に
も
と
れ
る
。

貸
借
に
よ
っ
て
訴
訟
に
な
る
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
田
畑
を
質
に
入
れ
て
借
用
銀

を
返
済
で
き
ず
に
質
流
れ
に
な
っ
て
耕
地
を
譲
り
渡
す
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
例
え
ば
目
録

、
同

に
あ
る
例
を
見
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
訴
訟
願
で
は
な
く
、
兼
帯
庄
屋
勘
左
衛
門
が
、
借
銀
を
し
た
下
小
坂
村

喜
太
郎
の
親
類
芝
神
並
村
（
芝
村
ヵ
）

（

）
八
郎
兵
衛
に
あ
て
た
念
書
の
よ
う
な
も
の

で
、
日
付
は
（
安
政
六
年
）
未
七
月
二
五
日
で
あ
る
。

（
目
録

）

覚

一
其
元
御
親
類
下
小
坂
村
喜
太
郎
居
屋
敷
土
蔵
壱
ヶ
所
雪
隠
壱
ヶ
所
同
村
儀
兵

衛
方
へ
質
物
入
ニ
相
成
候
所
利
足
銀
滞
候
ニ
付
及
催
促
候
所
同
人
質
流
ニ
譲

受
呉
候
様
申
之
ニ
付
此
度
其
元
江
譲
受
被
下
候
様
同
村
安
兵
衛
を
以
御
掛
合

申
入
候
処
矢
張
同
様
質
取
主
儀
兵
衛
江
為
譲
呉
候
様
被
申
候
趣
申
出
ニ
付
右

等
之
儀
相
違
無
之
哉
為
念
一
応
御
引
合
申
入
候
若
又
御
親
類
之
間
柄
を
以
旧

地
ニ
離
れ
候
儀
歎
ケ
敷
被
存
候
次
第
も
有
之
者
右
質
物
之
元
利
其
元

御
返

済
有
之
候
様
取
斗
可
被
成
遣
候
否
哉
此
奥
へ
御
答
御
記
可
被
下
候
以
上

右
村
兼
帯

未
七
月
二
十
五
日

御
厨
村
庄
屋

勘
左
衛
門

印

右
喜
太
郎
御
親
類

芝
神
並
村

八
郎
兵
衛
殿

前
書
居
屋
敷
土
蔵
雪
隠
譲
り
渡
之
儀
親
類
共
毛
頭
申
分
無
御

座
候
以
上

芝
村八

郎
兵
衛

つ
ま
り
、
下
小
坂
村
喜
太
郎
は
同
村
の
儀
兵
衛
に

居
屋
敷
土
蔵
壱
ヶ
所
雪
隠

壱
ヶ
所

を
質
物
に
入
れ
て
借
銀
を
し
て
い
た
が
、
利
足
銀
滞
に
よ
り
儀
兵
衛
よ

り
質
物
の
譲
渡
を
要
求
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
村
安
兵
衛
を
仲
介
に
親
類
の
八

郎
兵
衛
に
借
銀
の
肩
代
わ
り
に
よ
る
質
物
の
譲
り
受
け
を
掛
け
合
っ
た
が
、
八
郎

兵
衛
は
儀
兵
衛
へ
の
譲
渡
に
異
存
は
な
い
と
し
て
、
申
し
出
を
断
り
、
こ
の
旨
を

奥
書
し
て
い
る
。

諸願要用留帳にみる幕末期下小坂村の状況



こ
の
場
合
、
儀
兵
衛
は
石
丸
氏
知
行
所
の
も
の
か
、
幕
府
領
の
も
の
か
判
然
と

し
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
状
況
で
庄
屋
が
わ
ざ
わ
ざ

右
等
之
儀
相
違
無
之
哉
為

念
一
応
御
引
合
申
入
候
若
又
御
親
類
之
間
柄
を
以
旧
地
ニ
離
れ
候
儀
歎
ケ
敷
被
存

候
次
第
も
有
之
者

と
、
親
類
中
へ
質
流
し
の
可
否
を
念
押
し
し
て
い
る
の
は
、

高
持
百
姓
の
家
名
存
続
を
尊
重
す
る
意
識
の
現
れ
と
し
て
興
味
深
い
。

こ
の

諸
願
要
用
留
帳

に
は
、
前
記
善
右
衛
門
や
丑
松
の
み
な
ら
ず
、
家
出

に
よ
っ
て
帳
外
に
な
っ
た
り
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
数
多
い
。
こ
れ
は
人
口
減
少
の

大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
内
容
の
再
訴
の
場
合
が
あ
る
の
で
、
一
概

に
言
え
な
い
が
、
単
純
に
見
て
も
記
録
案
件
の
内
、

ウ
、
失
人
（
家
出
）
・
帰

住

に
分
類
し
た
件
数
は
二
三
件
あ
り
全
体
（
一
二
五
軒
）
の
約
五
分
の
一
に
あ

た
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度

諸
願
要
用
留
帳

記
載
の
家
出
人
の
経
過
を
整
理
す
る

と
、
表

（

参
照
）
の
よ
う
に
な
る
。

各
家
出
の
事
情
を
総
合
す
る
と
、
高
持
百
姓
の
場
合
は
、
三
十
日
尋
方
を
六
ヶ

月
間
続
け
て
行
方
知
れ
ず
の
場
合
に
過
料
三
貫
文
を
徴
収
さ
れ
て
永
尋
に
な
り
帳

外
と
な
る
の
に
対
し
て
、
無
高
百
姓
の
場
合
は
一
回
の
三
十
日
尋
方
で
行
方
知
れ

ず
で
も
帳
外
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
丑
松
の
よ
う
に
明
ら
か
に
出
入
の
対
決
を

恐
れ
て
家
出
し
た
場
合
は
、
高
持
で
も
一
回
の
三
十
日
尋
方
で
過
料
三
貫
文
を
徴

収
さ
れ
て
永
尋
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

（

）
。

下
小
坂
村
の
百
姓
困
窮
に
関
し
て
も
う
一
例
を
示
し
て
お
く
。
こ
れ
は
入
牢
の

後
病
死
し
た
元
庄
屋
喜
右
衛
門
の
後
家
せ
い
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
目
録

、
同

、
同

の
内
容
に
基
づ
い
て
紹
介
す
る
。
目
録

同

の
願
書
は

旧
来
之
百
姓
一
家
及
断
絶
候
様
成
行
何
共
歎
ケ
敷
奉
存

と
し
て
家
名
存
続
の

た
め
、
田
畑
質
物
銀
滞
に
よ
る
出
入
の
御
勘
弁
を
村
役
人
の
連
名
で
願
い
出
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
借
銀
滞
出
入
は
次
の
二
件
で
あ
る
。

安
政
六
年
一

月
二
日
稲
葉
長
門
守
様
御
領
分
河
州
若
江
郡
穴
太
村
米
次
郎

幼
少
代
利
助
よ
り
訴
え
の
あ
っ
た
銀
高
一
貫
九
七
五
匁
三
分
の
滞
出
入
。
同
一

一
月
五
日
に
奉
行
所
よ
り
六
十
日
限
済
方
仰
付
が
あ
っ
た
が
返
済
で
き
ず
。

安
政
七
年
三
月
二
日
石
丸
錬
太
郎
殿
知
行
所
河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
か
じ
病

気
ニ
付
代
麻
次
郎
よ
り
訴
え
の
あ
っ
た
天
保
十
五
年
四
月
の
借
銀
高
二
貫
目
、

此
利
二
貫
六

九
匁
六
分
、
元
利
都
合
四
貫
六

九
匁
六
分
の
滞
出
入
。
安
政

七
年
四
月
二
日
奉
行
所
よ
り
六
十
日
限
済
方
仰
付
が
あ
っ
た
が
返
済
で
き
ず
。

二
件
の
借
銀
滞
出
入
と
も
、
天
保
十
年
八
月
の
西
丸
様
御
普
請
に
対
す
る
御
冥

加
献
金

（

）
三
百
疋
奉
上
納
を
条
件
に
、
下
小
坂
村
幕
府
領
の
村
役
人
連
名
で
、
せ
い

の
身
代
限
り
仰
付
の
勘
弁
と
、
こ
れ
ら
の
滞
り
銀
の
切
金
を
信
楽
御
役
所
へ
願
い

出
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
下
小
坂
村
麻
次
郎
の
切
金
願
の
結
末
は
記
録
さ
れ
て

い
な
い
が
、
穴
太
村
利
助
の
滞
り
銀
の
切
金
願
は
御
聞
済
と
な
っ
た

（

）
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
期
に
下
小
坂
村
幕
府
領
の
村
役
人
た
ち
は
、
旧
来
の
村
内

高
持
百
姓
の
逼
塞
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
た
め
に
、
苦
闘
し
て
い
る
様
子
が
窺
え

る
。

田
畑
破
免
・
違
作
の
状
況



藤
井
定
義

近
世
後
期
に
お
け
る
村
入
用

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
の
場
合

（

歴
史
研
究

第
六
号

大
阪
府
立
大
学
歴
史
研
究
会
、
昭
和
三
六
年
）
に

掲
載
さ
れ
る

第
一
表

下
小
坂
村
村
入
用

備
考
に
は
田
畑
違
作
・
凶
作
の
注

記
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
の

間
で
は
、
次
の
よ
う
な
注
記
に
な
っ
て
い
る
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

旱
魃

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

旱
魃

万
延
元
年
（
一
八
六

）

違
作

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）

綿
違
作

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

旱
魃

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

田
畑
大
違
作

つ
ま
り
、
こ
の
一
四
年
間
だ
け
で
も
六
回
の
田
畑
違
作
・
凶
作
が
あ
り
、
二
・

三
年
に
一
回
の
高
い
頻
度
で
あ
る
。
こ
の
原
因
は
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
大
和

川
築
留
樋
か
ら
三
里
余
も
離
れ
た
流
末
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
上
郷
の

悪
水
が
落
ち
合
い
村
内
悪
水
の
排
水
に
支
障
が
出
て
水
損
も
起
き
や
す
い
地
勢
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。

諸
願
要
用
留
帳

の
記
録
に
も
、
ほ
ぼ
先
に
あ
げ
た
年
度

に
願
書
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
当
時
の
状
況
を
窺
う
こ
と
に
す

る
。

〔
安
政
二
年
〕

こ
の
年
に
は
目
録

同

、
同

の
六
件
の
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
田
植
え
後
四
月
か
ら
五
月
ま
で
雨
が
降
ら
ず
、
六
月
に
は
二
日
間
雨
が

降
っ
た
が
、
田
は
湿
る
程
度
で
、
流
末
で
あ
り
用
水
の
引
き
入
れ
に
も
困
難
で
、

地
割
れ
を
起
こ
す
状
況
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
七
月
下
旬
の
大
雨
で
悪
水
が

溢
れ
、
さ
ら
に
八
月
二

日
に
も
大
雨
が
あ
り
、
ど
う
に
か
穂
が
出
た
稲
も
冠
水

に
よ
り
、
早
稲
は
刈
り
取
っ
た
が
晩
稲
の
出
来
が
迚
も
例
年
に
は
及
ば
な
い
の

で
、
検
見
入
を
願
い
出
、
御
聞
済
と
な
っ
た
。
刈
り
取
っ
た
急
早
稲
は
、
村
高
一

九
四
石
六
斗
九
升
一
合
の
う
ち
、
わ
ず
か
八
石
三
斗
八
升
二
合
で
あ
っ
た
。
目
録

の
資
料
は
先
に

下
小
坂
村
の
地
勢
と
幕
府
領
の
困
窮

の
項
で
説
明

を
し
た
。

〔
安
政
三
年
〕

こ
の
年
は
嘉
永
四
年
か
ら
安
政
二
年
ま
で
の
五
年
間
の
定
免
の
年
季
が
明
け
、

引
き
続
く
定
免
年
季
五
年
間
の
最
初
の
年
で
あ
る
。
目
録

の
新
規
定
免
願
書

に
は
、
季
中
三
分
以
上
の
損
毛
が
あ
っ
た
場
合
は
、
検
見
取
を
願
い
た
い
と
記
し

て
い
る
。
目
録

に
よ
る
と
、
こ
の
年
も
旱
魃
に
よ
っ
て
高
七
石
五
斗
一
升
五

合
の
急
早
稲
の
刈
り
上
げ
と
検
見
入
を
願
い
出
て
御
聞
済
と
な
っ
て
い
る
。

〔
万
延
元
年
〕

こ
の
年
は
五
月
に
連
日
の
長
雨
が
あ
り
畑
の
木
綿
が
雨
腐
を
起
こ
し
て
毛
替
願

い
を
出
し
て
い
る
。
目
録

に
よ
っ
て
そ
の
内
訳
を
見
よ
う
。

毛
替
願
分

高
二
六
石
二
升
、
一
町
七
反
四
畝
八
歩

内
一
町
五
畝
二
歩

木
綿
作
株
継

三
畝
三
歩

大
豆
植
付

六
反
六
畝
三
歩

芋
植
付

ま
た
、
目
録

に
よ
る
と
、
五
月
の
長
雨
で
稲
作
も
冠
水
に
よ
り
腐
り
、
九

諸願要用留帳にみる幕末期下小坂村の状況



分
方
米
納
の
と
こ
ろ
、
四
分
方
銀
納
（
六
分
方
米
納
）
を
願
い
出
て
い
る
。

〔
文
久
二
年
〕

前
年
の
万
延
元
年
で
安
政
三
年
か
ら
の
定
免
年
季
が
明
け
、
万
延
二
年
正
月
二

一
日
に
一
ヶ
年
季
の
定
免
願
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
信
楽
御
役
所
か
ら
は
、

そ
れ
ま
で
の
五
ヶ
年
季
定
免
を
な
ぜ
一
ヶ
年
に
す
る
の
か
と
い
う
追
及
が
あ
り
、

翌
日
近
年
の
違
作
続
き
の
事
情
に
よ
っ
て
一
ヶ
年
の
み
の
定
免
願
に
な
っ
た
旨
を

目
録

に
よ
っ
て
弁
明
し
て
い
る
。
こ
の
願
書
で
は
米
一
合
増
で
願
い
出
る

が
、
逆
に
御
役
所
か
ら
は
一
合
増
を
容
赦
す
る
か
わ
り
に
三
ヶ
年
の
年
季
で
定
免

願
を
出
す
よ
う
に
仰
付
け
ら
れ
文
久
元
年
か
ら
文
久
三
年
ま
で
の
定
免
と
な
る
。

文
久
二
年
に
は
特
に
違
作
に
よ
る
破
免
は
願
い
出
て
い
な
い
が
、
目
録

に

よ
る
と
、
籾
納
の
仮
割
賦
は
一

石
を
念
頭
に
手
当
し
て
い
る
が
、
ど
の
村
方
も

減
石
の
と
こ
ろ
、
下
小
坂
村
は
同
年
一
七
石
五
斗
と
逆
に
基
準
よ
り
増
え
て
い
る

と
し
て
、
困
窮
を
訴
え
て
一
七
石
五
斗
の
う
ち
一

石
を
翌
文
久
三
年
と
の
二
ヶ

年
に
分
割
し
て
上
納
し
た
い
と
の
願
書
を
出
す
に
留
ま
っ
て
い
る
。

〔
元
治
元
年
〕

目
録

、
同

に
よ
る
と
こ
の
年
は
文
久
三
年
ま
で
の
定
免
年
季
が
明

け
、
水
損
旱
魃
両
難
の
土
地
柄
を
理
由
に
定
免
の
継
続
は
断
念
し
、
当
初
か
ら
検

見
入
を
願
い
出
る
が
、
同
年
早
速
大
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
照
枯
に
よ
っ
て
稲
作
が
大

き
な
損
害
を
蒙
り
、
例
年
の
九
分
方
米
納
を
三
分
一
十
分
一
（
四
分
方
）
銀
納
に

し
て
も
ら
う
よ
う
に
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
目
録

に
よ
っ
て
わ
か
る
。
そ
し

て
、
目
録

に
旱
魃
の
年
の
通
例
に
従
い
、
九
月
に
高
七
石
七
斗
七
升
二
合
の

刈
上
願
い
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
慶
応
二
年
〕

諸
願
要
用
留
帳

に
は
こ
の
年
の
違
作
に
関
す
る
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
目
録

、
同

に
よ
る
と
翌
慶
応
三
年
に
は
、
八
月
に
旱
魃
に
よ

る
雨
乞
願
、
九
月
に
は
三
分
一
十
分
一
（
四
分
方
）
銀
納
願
が
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
勢
の
面
か
ら
見
て
も
、
下
小
坂
村
は
水
旱
両
難
の
土
地
柄
で
あ

り
、
特
に
幕
末
は
天
候
不
順
に
よ
る
違
作
が
多
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
記
録

に
現
れ
て
い
る
。
特
に
年
貢
上
納
に
関
し
て
は
天
保
九
年
か
ら
十
分
一
銀
納
分
を

除
く
部
分
は
全
て
米
納
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
商
品
作
物
木
綿
の
畑
作
が
多
い

こ
の
地
方
で
は
、
銀
納
が
望
ま
し
い
。
違
作
の
年
は
検
見
入
願
と
同
様
に
、
旧
来

銀
納
を
し
て
き
た
三
分
一
方
は
、
従
来
通
り
銀
納
を
願
い
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

困
窮
の
打
開
を
図
っ
た
こ
と
が
窺
え
る

ま
と
め

こ
こ
ま
で
幕
末
期
下
小
坂
村
幕
府
領
の
状
況
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
地
域
の
衰

退
の
要
因
は
地
勢
的
な
も
の
と
、
人
為
的
な
も
の
と
が
あ
る
。
地
勢
的
な
も
の
は

築
留
用
水
樋
組
の
流
末
で
あ
り
、
用
水
を
取
る
の
に
手
間
や
費
用
が
か
か
る
こ

と
、
ま
た
、
大
雨
が
降
っ
た
と
き
は
悪
水
の
排
水
不
良
で
冠
水
し
て
作
物
が
腐
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
こ
の
時
期
特
有
の
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
同
村
私
領
方
に
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
条
件
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
期
の
下
小
坂
村
は
、
庄
屋
喜
右
衛
門
の
入
牢
・
死
亡
や
年

寄
善
右
衛
門
の
家
出
な
ど
、
村
役
人
の
不
始
末
が
続
い
て
村
政
も
安
定
し
な
い
。

目
録

に
よ
る
と
、
見
習
庄
屋
鉄
次
郎
も
慶
応
三
年
に
船
橋
屋
久
兵
衛
の
名
で
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注（

）
嘉
永
七
寅
年
六
月

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
諸
願
要
用
留
帳

（
加
藤
家
文

書
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
）

（

）
石
丸
氏
知
行
所
の
石
高
に
つ
い
て
は
、
東
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会

山
澤
家
文

書
目
録

（
東
大
阪
市
、
平
成
四
年
）
の
解
題
に
よ
る
。
村
高
は
同
書
以
外
に

も
、

角
川
日
本
地
名
辞
典

大
阪
府

（
角
川
書
店
、
昭
和
五
八
年
）
な
ど
に

河
内
郡
日
下
村
竹
松
方
に
て
綿
一
八
疋
を
買
取
り
、
そ
の
代
銀
の
始
末
で
入
牢
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
目
録

の
資
料
を
例
に
解
説
し
た
と
お
り
、
用
水
引
入
れ

な
ど
の
諸
入
用
が
嵩
み
、
そ
れ
を
少
な
い
持
高
の
百
姓
に
高
割
り
す
る
か
ら
、
下

小
坂
村
幕
府
領
内
の
百
姓
が
困
窮
し
、
質
物
銀
の
滞
り
や
家
出
が
頻
発
す
る
、
そ

の
た
め
村
内
の
旗
本
石
丸

太
郎
知
行
所
（
西
方
）
と
幕
府
領
（
東
方
）
と
の
格

差
が
広
が
り
、
幕
府
領
の
高
持
百
姓
は
所
持
の
田
畑
を
同
村
私
領
地
（
石
丸

太

郎
知
行
所
）
の
百
姓
へ
譲
り
渡
し
、
代
官
支
配
の
幕
府
領
に
は
高
持
百
姓
の
数
が

減
少
し
て
い
っ
た
。

一
方
で
、
注
（

）
で
紹
介
し
た

近
世
後
期
に
お
け
る
村
入
用

河
州
若
江

郡
下
小
坂
村
の
場
合

の
中
で
、
藤
井
定
義
が
近
世
後
期
（
文
化
一

年

慶

応
三
年
）
の
下
小
坂
村
石
丸
氏
知
行
所
に
関
し
て
、

下
小
坂
村
の
財
政
状
態
を

考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
苦
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
（
中

略
）
ま
た
、
下
小
坂
村
は
村
財
政
の
窮
迫
に
よ
る
郷
借
を
行
っ
た
こ
と
も
な
か
っ

た
よ
う
で
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
村
入
用
の
村
民
負
担
は
そ
れ
ほ
ど
過
重
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

と
結
論
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

同
村
幕
府
領
と
の
経
済
状
態
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

も
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
同
様
に
、
藤
井
定
義

近
世
後
期
に
お
け
る
村
入
用

河
州
若
江
郡
下
小
坂
村
の
場
合

（

歴
史
研
究

第
六
号

大
阪
府
立
大
学

歴
史
研
究
会
、
昭
和
三
六
年
）
に
も
、

大
阪
府
全
志

か
ら
の
同
様
の
引
用
が

載
る
。
そ
し
て
、
下
小
坂
村
の
石
丸
氏
知
行
所
を

西
方

、
幕
府
領
を

東

方

と
注
記
し
て
い
る
。

（

）
加
藤
家
文
書
に
は
、
嘉
永
七
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
の
一
二
年
間
各
年
の

家

数
人
別
増
減
帳

が
残
さ
れ
て
い
る
。

（

）

家
数
人
別
増
減
帳

に
載
る
村
高
の
内
訳
は
、
安
政
三
年
か
ら
安
政
七
年
ま

で
は
、
居
村
百
姓
六
八
・
三
五
二
石
、
寺
持
一
・
八
一
九
石
、
出
作
百
姓
一
二

四
・
五
二
石
で
あ
っ
た
が
、
万
延
二
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
は
居
村
百
姓
四
八
・

三
五
三
石
、
寺
持

・
四
六
八
石
、
出
作
百
姓
一
四
五
・
八
七
石
と
な
っ
て
い

る
。

（

）
目
録

（

）
明
和
七
年
一
二
月

差
出
明
細
帳

（
加
藤
家
文
書
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史

博
物
館
蔵
）

（

）
奥
書
に
は

芝
村
八
郎
兵
衛

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（

）
大
石
慎
三
郎
校
訂

地
方
凡
例
録

下
巻

（
近
藤
出
版
社
、
昭
和
四
四
年
）

に
よ
れ
ば
、

欠
落
百
姓
跡
株
之
事

の
項
に
欠
落
百
姓
が
出
た
場
合
は
、
そ
の

事
情
を
吟
味
し
て
届
け
出
を
行
い
、

何
れ
も
定
法
通
り
三
十
日
宛
六
限
に
尋
を

申
付
、
百
八
十
日
相
尋
ね
、
尋
ね
出
さ
ゞ
る
と
き
は
尋
方
等
閑
の
趣
親
類
村
役
人

叱
り
置
、
請
証
文
を
取
り
、
永
尋
伺
差
出
す

と
記
し
、
こ
の
場
合
も
大
筋
は
こ

の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
る
。

（

）

大
阪
市
史

第
二

（
清
文
堂
出
版
、
昭
和
四

年
）
の

天
保
十
四
年
の

用
金
一
件

の
項
に
は
、
こ
の
西
丸
普
請
の
注
記
と
し
て

天
保
九
年
三
月
十
日

西
丸
焼
失
す
、
仍
て
造
営
の
費
と
し
て
、
三
家
以
下
諸
侯
に
手
傳
を
命
じ
、
又
萬

石
以
下
に
高
割
上
納
金
を
課
す
、
此
外
寺
社
農
商
の
獻
納
あ
り

と
記
さ
れ
て
い

る
。

（

）
目
録

の
願
文
の
後
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
信
楽
御
役
所
の
対
応
が

右
奉

願
上
候
所
御
聞
済
之
上
大
坂
町
奉
行
所
江
切
金
御
達
之
御
状
被
成
下
候
ニ
付
兼
帯



庄
屋
勘
左
衛
門
申
請
罷
帰
り
候
而
多
田
屋
篤
右
衛
門
へ
相
渡
遣
候

と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
場
合
の

切
金
御
達

は
、
質
物
銀
滞
出
入
の
判
決
に
よ
る
六
十
日

済
方
も
行
き
届
か
か
な
か
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
一
定
期
間
を
限
り
割
賦
を
も
っ
て

返
済
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。〔
日
本
経
済
史
研
究
所

日
本
経
済
史
辞
典
上
巻

（
日
本
評
論
社
、
昭
和
一
五
年
）
の

金
公
事

の
項

を
参
照
し
た
。〕


